
戦後の視覚リハの状況と課題
～私の実践活動の中から見えてきたこと～



はじめに
ライフワークの始まり（社会人になれた）

•

•



今日のお話の狙い

•

•

•



１９６０年代頃の視覚障害者を
取り巻く状況

私の就職は１９７４年



視覚障害の原因の劇的変化

•
•
•

近年

•
•
•
•
•



教育や情報入手手段など

•

•
•

•



視覚障害者の職業＝三療

•

•

•



三療を保護する手厚い政策

•

•

•



歩行訓練や生活訓練技術の輸入と
訓練士養成の経過
•

•

•

•
•



２年間の在籍期間で
明の星声の図書館で行った活動



•

•
•

•

•

•
•
•



忘れられない事例（

•

•

•



忘れられない事例（

•



ルミエールサロンの設立と運営を
支えたその理念



私が高知に赴任した
1999年当時の高知の状況

•

•

•
•



視覚障害者自立支援システム確立のため
ニーズ掘り起こしは絶対的条件



視覚リハの効果を実感してもらうための作戦

•

•

•





重要なミッション
歩行訓練士の専任化のための予算獲得

•

•

•
•



サロンを運営して分かってきたこと

•

•

•



視覚リハ専門家（歩行訓練士）の専任化
訪問などでこちらから出ていくこと

地域の福祉関係者・保健師などとの連携

サロンを運営して分かってきたこと



私の現場経験と、脳神経内科等へ
の入院経験を通して思う
未来への５つの提案



１ リハビリテーションの理念に立ち返る

•

•

•



２ 見えない・見えにくい人の全てを対象に

•

•
•



３ 歩行訓練士が専門家として生活出来る
基盤作り

•

•

•



４ 視覚リハサービスを提供できる人員を増やす

•



５ 視覚リハを他の専門職に知ってもらう

•

•



歩行訓練や日常生活訓練の実践の中で培った、
見えない・見えにくい方達の問題を解決する
ノウハウは、現在の視覚リハの制度設計の中で
消えてしまうと、そのノウハウも消えてしまう。

大変困難な現実ですが、是非改善していかないと
スタートラインに立って動くべき



参考になる資料など



月刊視覚障害２０２５年１２月号

• この講演の元になった記事の全文を下記の私のブログで読
むことが出来ます。

• 吉野由美子の考えていることしていること
• 「月刊視覚障害２０２５年１２月号
• 戦後の視覚リハの状況と課題
―私の実践活動の中から見えてきたこと―」
https://yoshino-yumiko.net/2026/01/post-44.html



ルミエールサロン考え方と現状を
知るために

１９９９年に高知県で設立した「ルミエールサロン」の設立趣旨
、運営方針、そしてサービスの全容を知っていただく資料として
、設立２０周年式典での講演等をブログに残している。参照のこ
と。

２０２１年１０月作成

吉野由美子の考えていることしていること

https://yoshino-yumiko.net/2021/10/20.html
高知県視覚障害者向け機器展示室ルミエールサロン20周年
記念式典での講演などの記録

•高知県視覚障害者向け機器展示室ルミエールサロン20周年記念式典での講演などの記



私のブログ
「吉野由美子の考えていることしていること」
２００６年からの記事が全て読めます。

後からゆっくり見てください。

ＵＲＬ https://yoshino-yumiko.net/



何かご質問のある方は
メールでどうぞ

yumiko-yoshi @nyc.odn.ne.jp

私のフェイスブック
Yumiko yoshino


